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今月の葛飾組織現勢

2016年1月1日 4,665人

加 入 7人

転 入 1人

脱 退 65人

転 出 5人

2016年2月1日現在 4,603人

東京土建一般労働組合

葛 飾 支 部

〒124－0012 葛飾区立石8－34－4

電 話 （5698）１ ２ ６ １

ＦＡＸ （5698）１ ２ ６ ２

発行人 大 山 艶 子

適
正
価
格
と
は
？

と
い
う
言
葉
を
疑
い

た
く
な
る
よ
う
な
事

件
が
今
年
も
早
々
と

起
こ
っ
た

意
味
と

し
て
は
原
価
に
利
益
と
経
費
を
考

慮
に
入
れ
て

適
当
と
な
る
価
格

の
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
が

先

月

軽
井
沢
の
碓
氷
バ
イ
パ
ス
で

ス
キ
ー
客
を
乗
せ
た
バ
ス
が
崖
下

に
横
転
し
乗
員
２
名
を
含
む
15
人

が
死
亡
し
た

乗
車
し
て
い
た
客

の
多
く
が
将
来
あ
る
大
学
生
の
若

者
た
ち
で
あ
っ
た

検
証
し

原

因
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が

規
制
緩
和
や
値
引
き
合
戦
の
末


ム
リ
な
運
行
が
一
番
の
原
因
で
あ

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

▼
ま

た

産
業
廃
棄
処
理
業
者
が
本
来

廃
棄
す
る
べ
き
食
品
を
不
正
な
横

流
し
と
転
売
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た

低
価
格
の
弁
当
屋
や

ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ

知
ら
ず
に

食
べ
た
消
費
者
も
多
く
い
た
こ
と

だ
ろ
う

発
覚
し
な
け
れ
ば
い
つ

ま
で
も
繰
り
返
し
て

コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
︵
法
令
遵
守
︶
ど
こ
ろ

か
モ
ラ
ル
も
あ
っ
た
も
の
で
な

い

﹁
訳
あ
り
商
品
﹂
と
い
う
売

り
方
が
あ
る
が

大
き
さ
の
不
揃

い
や
消
費
期
限
の
迫
っ
て
い
る
も

の

倒
産
品
し
か
思
い
あ
た
ら
な

い

そ
れ
以
外
は
や
は
り
安
全
・

安
心
を
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
だ
ろ

う

特
に
食
に
関
し
て
は

安
全

面
を
気
に
し
て
売
り
場
で
価
格
を

思
い
悩
む
事
が
し
ば
し
ば
あ
る


▼
私
た
ち
建
設
業
界
も
見
積
も
り

に
法
定
福
利
費
を
乗
せ
て
と
言
わ

れ
て
い
る

一
部
の
ビ
ッ
グ
ゼ
ネ

コ
ン
で
は
改
善
さ
れ
る
様
で
は
あ

る
が

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い

か
ず
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る

激

し
い
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て


適
正
価
格
と
い
う
言
葉
さ
え
失
わ

れ
て
い
く
よ
う
で
心
配
だ


【写真上】後藤委員長と青木区長

【写真下】懇談する支部役員の方たち

元井書記

東京土建の活動に期待
します…青木区長

災
害
時
に
力
を
発
揮

で
き
る
組
織
づ
く
り

が
今
後
の
課
題

︻
チ
ー
ム
ナ
マ
ズ
担
当
書
記
・

元
井
博
士
︼
葛
飾
支
部
は
昨
年
12

月
28
日

葛
飾
区
役
所
庁
舎
内
に

て

葛
飾
区
と
災
害
時
協
定
を
締

結
し
ま
し
た


昨
年
６
月

葛
飾
支
部
の
滝
沢

書
記
長
ら
が
葛
飾
区
防
災
課
長
へ

協
定
締
結
の
要
請
を
行
な
い

原

案
を
葛
飾
支
部
か
ら
提
示
す
る
こ

と
に
な
り

本
部
の
協
力
も
得
て

締
結
済
支
部
の
協
定
内
容
も
参
考

に
し
な
が
ら
原
案
を
作
成

９
月

に

ま
ち
の
救
助
隊
﹁
チ
ー
ム
・

ナ
マ
ズ
﹂
の
役
員
会
で
原
案
を
討

議
確
認
後

区
防
災
課
へ
原
案
提

出
若

干
の
内
容
修
正
協
議
を
経

て

今
回
の
葛
飾
区
と
葛
飾
支
部

と
の
間
で
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た


当
日
は

区
側
か
ら
青
木
区
長

と

副
区
長

危
機
管
理
・
防
災

担
当
部
長

防
災
課
長
が
出
席


東
京
土
建
葛
飾
支
部
か
ら
は
後
藤

委
員
長

益
子
仕
事
対
策
部
長


滝
沢
書
記
長
ら
５
名
が
参
加
し
ま

し
た


締
結
式
に
て
書
類
を
確
認
し
た

後

懇
談
を
行
い
最
初
に
青
木
区

長
か
ら
﹁
現
在
い
ろ
ん
な
災
害
へ

の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る

い

ざ
と
い
う
と
き
土
建
の
み
な
さ
ん

の
力
を
生
か
し
て
い
た
だ
き

減

災
の
取
り
組
み
を
一
緒
に
行
い
た

い
﹂
と

次
に
後
藤
委
員
長
か

ら
は
﹁
建
設
産
業
従
事
者
と
し
て

の
技
術
・
技
能
を
災
害
時
に
発
揮

し
役
立
た
せ
た
い
﹂
と
述
べ
締

結
式
を
終
了
し
ま
し
た


葛
飾
支
部
の
﹁
チ
ー
ム
・
ナ
マ

ズ
﹂
会
員
は
現
在
１
３
５
人
と
な

り
ま
し
た
が

災
害
時
の
実
働
部

隊
と
し
て
機
能
で
き
る
組
織
に
成

長
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す

︵
協
定
書
全
文

は
２
面
に
掲
載
︶
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今年も元気に活動しよう

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う

災害時における応急対策業務に関する協定書
葛飾区（以下「甲」という。）と東京土建一般労働組合葛飾支部

（以下「乙」という。）との間において、災害時における応急対策業

務に関し、次のとおり協定を締結する。

（目的）
第１条 この協定は、葛飾区地域防災計画に基づき甲が実施する災

害応急対策活動に対する乙の協力に関し、必要な事項を定め
ることを目的とする。

（協力要請内容）
第２条 甲が、乙に要請する協力の内容は、次のとおりとする。
（１）倒壊建物等からの救助救出活動及びそれに要する資機材の提
供に関すること。
（２）道路上の障害物の除去活動及びそれに要する資機材の提供に

関すること。
（３）避難施設及び区施設の応急修繕に関すること。
（４）その他甲が必要と認めた業務に関すること。

（要請の手続き）

第３条 甲は、乙に対し前条に定める協力を要請するときは、文書
により行うものとする。ただし、緊急やむを得ない場合は、
口頭または電話等の方法により協力を要請し、後日文書をも
って処理するものとする。

２ 乙は、甲から前項の協力要請を受けたときは、特別な理由がな
い限り、速やかに必要な協力を実施するものとする。

３ 第１項の要請は、乙の代表者に対して行うものとする。ただ
し、代表者が事故または不在のときには、あらかじめ代表者が指
名した者に対して要請するものとする。

（資機材等提，供リストの提出）
第４条 乙は、甲からの協力要請に備え、資機材等提供リスト（以

下「リスト」という。）を策定し、甲に提供するものとする。
２ リストには、次に掲げる事項を記載するものとする。
（１）災害応急活動に従事する人員

（２）災害時における調達可能な資機材
（３）その他必要な事項

（資機材の使用料及び労務賃金）
第５条 甲の要請に基づき乙が第２条に掲げる業務を遂行した際の

資機材の使用料及び労務提供に要する賃金等の額は、「東京
都工事設計単価」等により算出し、東京消防庁職員の特殊勤
務手当に関する条例に準ずる額を加算し、甲と乙が協議の上

決定した額を支払う。

（費用負担）
第６条 甲の要請に基づき乙が活動を行った場合、甲が必要と認め

た費用は、甲が負担するものとする。
２ 乙は、活動終了後、当該活動に要した費用を甲に請求するもの

とする。
３ 甲は、前項の規定による乙の請求があったときは、その内容を
確認し、適当と認めたときは、涼やかに支払うものとする。

（損害補償）

第７条 甲の要請に基づき第２条に定める業務に従事した者が負傷
し、疾病にかかり、又は死亡した場合の損害補償費は、葛飾
区消防団員等公務災害補償条例の規定に基づき補償するもの
とする。

（協議）

第８条 この協定に定めのない事項及びこの協定の解釈に疑義を生
じたときは、甲、乙協議のうえ決定するものとする。

（有効期間）
第９条 この協定の有効期間は、平成27年12月28日から平成28年３

月31日までとする。ただし、期間満了の日の３か月前までに

甲又は乙から協定解除等の意思表示がないときは、更に１年
間延長するものとし、以後この例による。

平沢衆議院議員

実
増
分
会
を
表
彰
し
ま
し
た

出
席
さ
れ
た
来
賓
の
皆
様
︵
敬
称

略
・
順
不
同
︶

◇
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
本
部

／
足
立
支
部
／
荒
川
支
部
／
文
京

支
部
／
台
東
支
部
／
墨
田
支
部
／

江
戸
川
支
部
◇
久
野

治
福
・
葛

飾
区
副
区
長
／
葛
飾
区
役
所
防
災

課
／
葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
◇

平
沢

勝
栄
衆
議
院
議
員
／
田
村

智
子
参
議
院
議
員
／
和
泉
武
彦

都
議
会
議
員
／
舟
坂
ち
か
お
都
議

会
議
員
／
和
泉
な
お
み
都
議
会
議

員
／
日
本
共
産
党
葛
飾
区
議
会
委

員
団
／
政
策
葛
飾
／
民
主
党
葛
飾

／
葛
飾
区
議
会
公
明
党
／
自
由
民

主
党
議
員
団
／
水
摩
雪
絵
区
議
会

議
員
◇
葛
飾
区
労
働
組
合
総
連
合

／
葛
飾
区
職
員
労
働
組
合
／
Ｃ
Ｕ

か
つ
し
か
／
東
京
建
設
従
業
員
組

合
／
医
療
法
人
財
団
健
和
会

四

ツ
木
診
療
所
／
東
京
葛
飾
医
療
生

活
協
同
組
合
／
葛
飾
民
主
商
会
／

葛
飾
社
会
保
障
推
進
協
議
会
／
新

日
本
婦
人
の
会

葛
飾
支
部
／
原

水
爆
禁
止
葛
飾
協
議
会
／
国
民
救

援
会

葛
飾
支
部
／
関
東
予
防
医

学
診
療
所
◇
中
央
労
働
金
庫
千
住

支
店
／
全
労
済
東
部
支
所
／
北
千

住
法
律
事
務
所
／
株
式
会
社
東
部

合
同
事
務
所
／
有
限
会
社
デ
イ
ノ

プ
リ
ン
ト
／
林
保
険
事
務
所
／
あ

か
つ
き
印
刷
株
式
会
社
／
東
部
合

同
社
労
土
事
務
所

田村参議院議員

２
０
１
６
年
１
月
13
日
︵
水
︶

夜

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に

て
葛
飾
支
部
の
新
春
旗
び
ら
き
が

行
わ
れ
ま
し
た

支
部
・
分
会
か

ら
１
５
１
人

来
賓
55
人
合
計
２

０
６
人
が
集
ま
り
ま
し
た


最
初
に
支
部
を
代
表
し
て
後
藤

執
行
委
員
長
か
ら
は

昨
年
一
年

間
を
通
じ
て
の
組
織
拡
大
運
動
で

の
分
会
の
奮
闘
や
住
宅
デ
ー
・
子

ど
も
ま
つ
り
・
秋
の
住
宅
ま
つ
り

な
ど
技
術
・
技
能
を
生
か
し
た
取

り
組
み
へ
の
労
い
が
述
べ
ら
れ


今
年
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
支
部

の
運
動
と
組
織
を
前
進
さ
せ
る
こ

と

特
に
公
契
約
条
例
制
定
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
重
視
す
る
な

ど
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た

次

に
来
賓
と
し
て
東
京
土
建
本
部


土
建
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

葛
飾
区


国
会
議
員

都
議
会
議
員

区
議

会
議
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

か
ら
土
建
国
保
予
算
要
求
へ
の
報

告
や
東
京
土
建
が
行
っ
て
い
る
街

づ
く
り
運
動
に
対
し
て
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た


会
は
鏡
開
き

乾
杯
︵
加
藤
副

委
員
長
︶
余
興
と
進
み
今
回
は

モ
ノ
マ
ネ
芸
人
の
斉
藤
ル
ミ
子
さ

ん
が
松
田
聖
子
や
美
空
ひ
ば
り
な

ど
の
モ
ノ
マ
ネ
を
し
な
が
ら
ス
テ

ー
ジ
や
会
場
内
を
ま
わ
り

会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た


次
に
昨
年
の
組
織
拡
大
運
動

で

一
年
前
よ
り
実
増
し
た
西
新

小
岩
・
東
新
小
岩
・
本
田
・
立
石

・
青
戸
・
二
葉
・
亀
有
・
細
田
・

柴
又
・
飯
塚
の
10
分
会
︵
昨
年
は

９
分
会
︶
が
土
屋
組
織
部
長
よ
り

紹
介
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た

壇

上
に
て
表
彰
さ
れ
た
分
会
か
ら
一

言
ず
つ
あ
い

さ

つ

が

あ

り

今
年
の

拡
大
運
動
の

成
功
も
誓
い

あ

い

ま

し

た
最

後
に
閉

会
の
あ
い
さ

つ
を
柳
生
副

委
員
長
が
行

い

団
結
が

ん
ば
ろ
う
を

三
唱
し
て
お

開
き
と
な
り

ま
し
た


2016新春旗びらきに

206人

第

回
葛
飾
支
部
定
期
大
会
告
示

※
第
63
回
葛
飾
支
部
定
期
大
会
は

２
０

１
６
年
４
月
10
日
︵
日
︶
会
場
は
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
か
つ
し
か
︵
葛
飾
区
青
戸
７
丁
目
２
―

１
︶
に
て
開
催


◆
代
議
員
お
よ
び
特
別
代

議
員
定
数
に
つ
い
て
２
０

１
６
年
３
月
１
日
付
人
員

︵
２
月
24
日
登
録
人
員
︶

で
確
定

☆
代
議
員
に
つ
い
て

基
礎
代
議

員
１
人
に
加
え
て
分
会
人
員
40
人
に
１
人

︵
端
数
21
人
以
上
で
１
人
追
加
︶
☆
特
別
代

議
員
に
つ
い
て

分
科
会
数
に
満
た
な
い
分

会
で
１
人
な
お
支
部
４
役
・
常
任
執
行
委
員

・
分
会
長
も
分
会
代
議
員
数
の
中
に
含
み
ま

す


◆
大
会
諸
役
員
別
途
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
登
録

し

各
委
員
長
は
互
選
で
決
定


◆
支
部
役
員
立
候
補
お
よ
び
定
数
に
つ
い

て

委
員
長
︵
１
・
中
執
兼
任
︶
副
委
員
長

︵
４
︶
書
記
長
︵
１
︶
書
記
次
長
︵
３
︶
常

任
執
行
委
員
︵
９
︶
会
計
監
査
︵
２
︶
執
行

委
員
︵
分
会
長
︶
は
分
会
選
出
と
し
ま
す


※
会
計
監
査
を
除
い
た
以
上
の
役
職
は
２
０

１
６
年
４
月
１
日
現
在
満
65
歳
未
満
と
し
ま

す


※
立
候
補
締
切
り
は
２
月
24
日
︵
水
︶
午
後

５
時
ま
で
支
部
に
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・
捺

印
し
て
提
出


◆
大
会
表
彰
は
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
２

月
21
日
ま
で
に
支
部
に
提
出
の
こ
と

以
上

詳
細
は
支
部
執
行
委
員
会
を
通
じ
て
分
会
に

お
知
ら
せ
し

不
明
の
点
は
大
会
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

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活

月

１月

１／13 支部旗びらき、テクノプラザかつし

か大ホール

１／15 戦争法廃止区内駅頭宣伝行動、金町

駅北口…２人

１／14 2016年本部旗びらき、ヒルトン東京

…７人

１／20 賃金対策役所前宣伝行動…４人・賃

金対策事業所訪問行動…４人

１／21 自治体キャラバン、葛飾区役所…５

人

１／24 後継者対策部主催 新春もちつき交

流会、支部会館

１／25 確定申告学習会、支部会館…13人／

消費税駅宣行動、青砥駅…11人

１／26 東京春闘決起集会、中野ゼロホール

…24人

１／27 アスベスト国会請願署名提出院内集

会、衆議院第一議員会館…１人

１／28 アスベスト訴訟支援駅頭宣伝、青砥

駅…９人

□仕事確保の取り組み

12月の住宅相談…７分会・計12件、今年度累

計…49分会・73件、本田３件（流し台配管・

改築・雨漏り）、青戸２件（団地リフォーム

・マンション外階段滑り止め設置）、お花茶

屋１件（脱衣場改修）、高砂１件（家屋解体）、

幸田１件（屋根工事）、飯塚１件（内装）、そ

の他３件（ドアハンドル交換・外壁塗装・瓦

屋根補修）、

□労災事故の状況

12月の労災事故…２件

（休業４日以上２件）、

内訳：転倒１件、動作

の反動１件、前年度４

件、2015年度累計…37

件（休業４日以上25

件）、前年度40件（休業

４日以上34件）

小林さん

ま
ち
の
救
助
隊
・
チ

ム
ナ
マ
ズ
の
小
林
さ
ん
が
救
出
活
動

１月から事業所訪問を実施

春一番拡大を成功させて

焦
点


Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

原
発
事
故
で
避
難

し
て
い
た
人
た
ち
は


も
う
す
ぐ
帰
れ
る
よ
う

に
な
る
ん
だ
っ
て
ね


Ａ

一
部
の
地
域
︵
帰

宅
困
難
地
域
︶
を
除
い

て

２
０
１
７
年
３
月

末
で
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た

地
域
の
放
射
線
量

が
安
全
な
レ
ベ
ル
に
な

っ
て
き
た
と
い
う
の
が

理
由
だ


Ｑ

よ
か
っ
た
じ
ゃ
な

い


Ａ

い
や

喜
べ
る
よ

う
な
話
で
は
な
い
ん

だ

避
難
指
示
を
解
除

す
る
基
準
は
年
間
20
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
︵
ｍ
Ｓ

ｖ
︶
こ
れ
は

原
発

事
故
な
ど
の
﹁
緊
急
時

被
ば
く
状
況
﹂
に
お
け

る
防
護
対
策
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
ギ

リ
の
水
準
な
ん
だ

異

常
時
に
作
業
す
る
人
た

ち
向
け
の
数
値
で

平

常
時
の
一
般
人
に
適
用

さ
れ
る
基
準
は
１
ｍ
Ｓ

ｖ
だ

元
の
地
域
に
帰

っ
て
暮
ら
せ
と
い
う
な

ら

こ
の
１
ｍ
Ｓ
ｖ
を

基
準
に
し
て
判
断
す
べ

き
で
は
な
い
の
か


Ｑ

ど
う
し
て
政
府
は

安
全
だ
と
言
っ
て
る

の
？

Ａ

福
島
の
原
発
事
故

は
も
う
﹁
終
わ
っ
た
こ

と
﹂﹁
昔
の
話
﹂
に
し
た

い
の
だ
ろ
う

２
０
２

０
年
の
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に

﹁
安
全
﹂
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ

さ
ら
に

慰

謝
料
や
賠
償
金
も
早
く

打
ち
切
り
た
い
し

全

国
で
原
発
の
再
稼
働
を

進
め
る
上
で
も

被
害

の
現
実
を
見
え
な
く
し

て
お
き
た
い
と
い
う
意

向
も
あ
る


Ｑ

被
災
し
た
人
た
ち

は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
？

Ａ

﹁
こ
れ
は
20
ｍ
Ｓ

ｖ
受
忍
論
だ
﹂
と
声
を

上
げ
始
め
た

こ
れ
ま

で
も
20
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
の

低
線
量
被
ば
く
の
危
険

性
が
言
わ
れ
て
い
た


そ
ん
な
中
で
帰
還
を
強

い
る
の
は
ひ
ど
す
ぎ

る
﹁
貧
困
か
被
ば
く

か
を
選
べ
と
い
う
の

か
﹂
と
憤
る
人
も
い

る


Ｑ

貧
困
っ
て
い
う
の

は
？

Ａ

帰
還
し
な
い
場

合

住
宅
支
援
︵
月
６

万
円
︶
も
打
ち
切
ら
れ

る
ん
だ

暮
ら
し
て
い

け
な
い
人
が
続
出
す

る

帰
り
た
い
け
ど
帰

れ
な
い
人
た
ち
の
現
実

を
直
視
し
た
政
策
が
必

要
だ


放 射 線 受 忍 論

︵
１
月
執
行
委
員
会
か
ら
︶

２
０
１
５
年
間
拡
大
の

結
果
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
１
月
１
日
付
人
員

は
４
６
４
１
人
と
な
り

前
年
人

員
か
ら
46
人
減
ら
し

増
減
率
マ

イ
ナ
ス
０
・
99
％
と
い
う
結
果
で

し
た

年
間
拡
大
数
は
５
０
５

人
○

年
間
拡
大
目
標
分
会
︵
８
分

会
︶

新
小
岩
・
西
新
小
岩
・
本

田
・
立
石
・
青
戸
・
亀
有
・
新
宿

・
飯
塚

○
年
間
実
増
分
会
︵
10
分
会
︶

西
新
小
岩
・
東
新
小
岩
・
本
田

・
立
石
・
青
戸
・
二
葉
・
亀
有
・

細
田
・
柴
又
・
飯
塚

＊
春
一
番
拡
大
に
つ
い
て

今
年
も
年
間
実
増
を
目
指
し
て

い
く
た
め

今
月
か
ら
春
一
番
拡

大
に
取
り
組
み
ま
す

目
標
は
昨

年
同
様
２
・
５
％
と
し
ま
す

年

間
の
目
標
の
行
動
計
画
を
立
て
る

場
合

春
一
番
拡
大
の
成
否
お
よ

び
到
達
が
そ
の
後
の
拡
大
テ
ン
ポ

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は

こ

こ
数
年
の
取
り
組
み
結
果
か
ら
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す


分
会
総
会
を
結
節
点
に

分
会
総
会
を
春
一
番
拡
大
の
最

大
の
結
節
点
と
し
て

最
大
限
の

参
加
者
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う


そ
の
た
め
に
今
年
度
中
か
ら
取
り

組
ん
だ
次
期
役
員
候
補
者
へ
の
働

き
か
け
や

春
一
番
拡
大
運
動
の

な
か
で
群
の
仲
間
と
の
対
話
を
重

視
し
て
い
き
ま
す


多
く
の
仲
間
を
集
め
て
成
功
さ

せ
る
と
と
も
に

ま
ず
分
会
を
元

気
に
す
る
方
針
と
展
望
を
も
ち


若
手
や
新
し
い
役
員
さ
ん
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
る
総
会
に
し
ま
し

ょ
う

春
一
番
拡
大
へ
の
参
加
・

協
力
の
呼
び
か
け
は

こ
の
つ
な

が
り
を
強
め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
こ

の
一
年
間
の
分
会
の
仲
間
の

が
ん
ば
り
と
新
た
な
仲
間
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て

新
役
員
体
制

に
向
け
た
訪
問
・
対
話
を
分
会
活

動

訪
問
行
動
で
深
め

一
人
で

も
二
人
で
も
多
く
の
新
た
な
役
員

や
総
会
参
加
者
を
迎
え

展
望
の

あ
る
明
る
く
楽
し
い
分
会
総
会
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う


１
月
12
日
夕
方

支
部
に
一
本

の
電
話
が
入
り
﹁
猫
が
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
と
内
壁
の
間
に
挟
ま
っ
て
い

る

助
け
て
欲
し
い
﹂
と
の
電

話

依
頼
主
の
話
し
で
は

区
役

所
の
す
ぐ
や
る
課
に
頼
ん
で
救
出

し
て
も
ら
お
う
と
丸
一
日
作
業
し

た
が
隙
間
が
狭
す
ぎ
て
ど
う
に
も

で
き
な
い
こ
と
が
判
明

壁
は
壊

せ
る
が
復
旧
の
問
題
が
発
生
す
る

た
め
﹁
土
建
な
ら
ば
﹂
と
紹
介
さ

れ
ま
し
た

そ
こ
に
偶
然
支
部
事

務
所
に
来
て
い
た
依
頼
主
の
地
域

の
担
当
で
あ
る
本
田
分
会
の
小
林

さ
ん
︵
給
排
水
・
72
歳

ナ
マ
ズ

・
住
宅
セ
ン
タ
ー
会
員
︶
に
話
し

を
伝
え
さ
っ
そ
く
現
場
へ
急
行


現
場
に
着
き

猫
が
挟
ま
っ
て

い
る
場
所
を
確
認

大
工
さ
ん
の

応
援
も
要
請
し
て
夜
の
８
時
頃
三

日
ぶ
り
に
猫
を
助
け
出
し
ま
し

た

そ
の
時
立
ち
会
っ
た
猫
を
飼

っ
て
い
る
家
族
と
挟
ま
っ
た
家
の

家
族
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た

ど
う
や
ら
ミ
ー
ち
ゃ
ん
は
隣

家
に
入
っ
て

ネ
ズ
ミ
捕
り
シ
ー

ト
に
絡
ま
り
隙
間
に
挟
ま
っ
た
よ

う
で
す

翌
日

壁
は
住
宅
セ
ン

タ
ー
の
仲
間
達
に
よ
り
修
復
さ
れ

ま
し
た

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柴又帝釈天は人でいっぱいでした

分
会
新
年
会

民
謡
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

分
会
新
年
会

今
年
一
年

の
活
動
に
期
待

新
年
初
詣
め
ぐ
り

１
月
24
日
水
元
５
丁
目
に
あ

る
大
衆
割
烹
料
理
店
﹁
出
羽
﹂

に
て

分
会
新
年
会
が
行
わ
れ

ま
し
た


昨
年
の
活
動
を
労
い

今
年

も
み
ん
な
で
奮
闘
す
る
こ
と
を

誓
い
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
楽
し

み
ま
し
た


︻
高
砂
・
教
宣
・
小
林
總
一

郎
︼
暖
か
く
晴
天
に
恵
ま
れ
た

年
の
幕
開
け
で
し
た

元
旦
の

初
詣
は
カ
メ
ラ
を
忘
れ
た
の
で

再
度
四
日
の
日
に
出
掛
け
た

が

近
所
の
氏
神
さ
ま
は
扉
が

閉
め
ら
れ
て
や
は
り
三
ケ
日
が

大
事
だ
っ
た
と
悔
や
ま
れ
た


最
初
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
細
田
神
社

次
は
高
砂
の
天

祖
神
社
と
な
ら
び
の
八
雲
神

社

つ
ぎ
は
京
成
電
鉄
線
路
を

隔
て
た
金
亀
山

神
宮
院
観
蔵

寺
こ
れ
は
葛
飾
七
福
神
の
一
つ

寿
老
人

葛
飾
七
福
神
巡
り
の

人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

次
は

柴
又
の
八
幡
宮

最
後
に
柴
又

帝
釈
天

11
時
半
ご
ろ
だ
っ
た

が
参
道
は
人
で
い
っ
ぱ
い

近

づ
く
と
山
門
の
手
前
か
ら
五
列

に
並
ん
で
本
堂
前
の
お
賽
銭
箱

ま
で
遅
々
と
進
ま
ず
だ
っ
た


皆
さ
ん
何
を
祈
っ
て
い
る
の

か

手
を
清
め
る
水
場
も
行

列

や
は
り
帝
釈
様
は
葛
飾
で

は
一
番
だ
と
感
じ
た

﹁
世
界

が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
﹂

と
祈
っ
て
き
た


１
月
23
日
地
元
に
あ
る
割
烹

料
理
店
﹁
出
羽
﹂
に
て

分
会

新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た


分
会
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

の
後

懇
談
と
な
り
ま
し
た


カ
ラ
オ
ケ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が

秋
田
出
身
の
仲
間
か
ら

民
謡
が
歌
わ
れ

お
国
訛
り
に

み
ん
な
和
ん
で
い
ま
し
た


１
月
23
日
天
気
予
報
は
雪
か
も

と
い
う
く
ら
い
寒
い
日
で
し
た

が

建
長
会
今
年
初
め
て
の
行
事

は
古
代
の
湯
で
新
年
会
を
行
い
ま

し
た

44
人
が
集
ま
り
宴
会
前
か

ら
お
風
呂
に
入
っ
た
り
し
て
暖
ま

っ
て
か
ら
始
ま
り
ま
し
た


田
島
会
長
か
ら
﹁
今
年
も
健
康

に
気
を
つ
け
て

元
気
に
が
ん
ば

ろ
う
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

そ

の
後
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た

カ
ラ

オ
ケ
で
自
慢
の
喉
を
披
露
す
る
な

ど

楽
し
く
２
時
間
を
過
ご
し
閉

会
と
な
り
ま
し
た

宴
会
は
終
わ

り
ま
し
た
が

残
っ
て
温
泉
を
楽

し
む
な
ど
有
意
義
な
新
年
会
と
な

り
ま
し
た


参
加
者
も
餅
を
つ
き
ま
し
た

用意されたテーブルいっぱいに親子連れがあつまりました

恒
例

支
部
会
館
で
餅
つ
き
大
会

家
族
連
れ
を
含
む

２
０
０
人
が
参
加

建長会第４ブロックのみなさん

今年は古代の湯で暖か新年会

１
月
24
日
︵
日
︶
後
継

者
対
策
部
主
催
の
新
春
も

ち
つ
き
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た

今
年
は
豚
汁
も

用
意
し
ま
し
た

前
日
の

雪
予
報
も
当
日
は
嘘
の
よ

う
に
晴
れ

餅
つ
き
が
ス

タ
ー
ト


40
㎏
用
意
し
た
餅
米
は

お
昼
過
ぎ
に
終
了

家
族

連
れ
の
方
が
多
く

子
ど

も
と
一
緒
に
餅
を
つ
い
た

り

青
年
部
が
担
当
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
た
り

食
べ
る
以
外
の
と
こ

ろ
で
も
楽
し
み
ま
し
た


参
加
者
の
笑
顔
を
見
て

前
日

か
ら
準
備
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た

と

後
継
者
部
員
み
ん
な
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

来
場
者

は
約
２
０
０
人

組
合
員
と
家

族

ご
近
所
を
含
め
楽
し
く
交
流

が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た

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